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2009年  7月  8日制定
2011年11月  9日改正
2015年  9月16日改正

　（趣旨）
第�1 条　この規程は、フェリス女学院大学（以下「本学」という。）における紀要の
論文等の著作物の著作権及び公開に関し、必要な事項等を定めるものとする。

　（対象）
第 2条　この規程において「紀要」とは、次の刊行物をいう。
　⑴　フェリス女学院大学紀要
　⑵　フェリス女学院大学文学部紀要
　⑶　フェリス女学院大学音楽学部紀要
　⑷　国際交流研究
　⑸　フェリス女学院大学日文大学院紀要
　⑹　フェリス女学院大学キリスト教音楽研究所論叢
　⑺　フェリス女学院大学キリスト教研究所紀要
　（投稿者）
第�3 条　投稿者については、本学の学部又は研究科若しくは研究所（以下「学部等」
という。）が別に定めるところによる。

　（著作権）
第�4 条　投稿原稿の著作権については、次のとおりとする。
　⑴　紀要に掲載された論文等の著作物の著作権は、投稿者に帰属する。
　⑵ 　投稿者は、本学に対して、当該著作物を複製し、電子化してインターネットに
公開することについて許諾するものとする。

　⑶ 　投稿者が当該著作物を利用する限りにおいては、本学の許可を必要としないも
のとする。

　（公開）
第 5条　紀要に掲載された著作物は、本学の教育研究の成果として次の方法で公開する。
　⑴　学内外への紀要の頒布又は貸与
　⑵　学内外の図書館等での閲覧又は複写
　⑶　本学が管理する学術機関リポジトリへの登録
　⑷　学外の非営利団体の管理する電子資料への掲載
　（その他の事項）
第 6条　紀要の編集及び刊行については、学部等が別に定めるところによる。
　（庶務）
第�7 条　この規程に基づく著作権及び公開に関わる事務は、大学附属図書館の協力の
もと、学部等が行う。

　 2　著作権に関する諸手続は、学部等の紀要委員が行うものとする。
　（規程の改廃）
第 8条　この規程の改廃は、大学評議会の承認を得て行うものとする。

　附　則
この規程は、2009年 7 月 9 日から施行し、2009年 4 月 1 日から適用する。
　附　則
この規程は、2011年11月 9 日から施行する。
　附　則
この規程は、2015年 9 月16日から施行する。
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